
参考書誌研究・第27号（1984・’3）

西ドイツにおける手書資料所蔵目録出版事業と

　　　　　手書楽譜の整理における諸問題

　　　　　　）

平　尾　行　藏

　　　　目　　　次

1　はじめに

ii　学術図書館貝と『手書資料目録作業の指針』

III手書楽譜所蔵目録一覧と解題

IV　手書楽譜の整理における諸問題

V　結．　び

付録1．手書楽譜の成立年代に応じた目録化

　への提言（抄訳）

付録2．手書資料目録作業の指針（抄訳）

はじめに

　今世紀の二度の世界大戦はドイツの図

書館界に甚大な碑害を与えた。この二度

の大戦によって，特に第二次世界大戦に

よって，ドイツは持てる資料の約三分の

一を失なったといわれている。物理的に

永久に失なわれてしまった資料のほカ》

「に，東西両ドイツの成立とその半永久的

共存のために，大戦中疎開していた三三

でもとに戻れなくなつなものも少なくな

い。音楽の分野での有名な例はベルリン

．でみられる。当時の国立図書館（現在は

東ベルリンの国立図書館）に所蔵されて

いた手書楽譜，たとえばバッハの自筆譜

の一部は，大戦中チュービンゲンやマル

ブルクに疎開されていたため，大戦後引

ベルリンのもとの書架に帰ることができ

なくなってしまった。これは現在，1979

年に堂々完成した西ベルリンのプnイセ

ン文化財団付属国立図書館が所蔵してい・

るが，請求記号は昔のままである。多く

の研究書においてその番号で引用され，

広く知れわたっている音楽史上の宝物の

戸籍番号をいまさら変更することはでき

ないからである。笑い話一深刻な一であ

るが，東ベルリンで目録カードを検索し

、て，「壁」を越えて「西」へ資料を見にい

くということが起こる。こういう異同が

不明のままでは研究活動に支障をきた
す。

　一方前世紀後半から，楽譜に限らず7一一一

、般的に手書資料・写本の目録化，冊子体

目録刊行の仕事は進められていた。

西ドイツが戦争の混乱期を乗り越え，よ

うやく安定成長に入りつつあった頒，図

書館界にも新しい動きが芽生えはじめr
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た。1960年，ドイツ学術振興会Deutsche

ForschungsgemeinsChaft（以下DFGと

略す）（1）は全国的規模での手書資料所蔵

目録作成事業に乗り出すごとを事業決定

した（2）。以来20年以上にわたって，西ドイ

ツ各地の図書館は，DFGの強力な援助の

下に，各地の出版社から数十冊に及ぶ目

録を出版してきた。，

　1973年当時で30冊余に達しており，そ

の後1982年までに筆者が知り得ただけで

もさらに30冊弱が刊行されている。既刊

の手書資料所蔵目録中の情報すべてをコ

ンピュータに入力して集中管理し，そこ

から新たな研究の局面を開こうというの

が，第二段階に入ったこの大事業の今日

の姿である。筆者はテストランのライン

プリ≧トを見せられて驚いたものであ

る。

　本稿は，幽60冊余のうち13冊の手書楽譜

所蔵目録を対象とするが，まずはじめに，

手書資料所蔵目録作成という一大事業を

可能ならしめている二つの一般的前提条

．件について簡単に触れておきたい。一つ

は西ドイツの図書館における職制につい

て，一つは手書資料目録規則についてで
ある。’

II　学術図書館員と『手書資料目録作業

の指針』　　　　　　　　　　　、　、

学術図書館員

　楽譜あ手写本　　手書楽譜，筆写譜，

作曲家直筆であれば自筆楽譜等，’日本謡

の表現は様々である一は，ほかの手写

本が一般的に手写本部門で整理・管理さ

れているのに対して，それだけ別に音楽

部門　　’たいていの大きな学術図書館（3｝
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には独立の音楽部門がある・の管轄下

に置かれる。従って音楽部門には印刷物

と手写本の双方があることになるが，こ

れを整理する担当責任者には，画然とし

た職制上の区別がある。印刷資料は普通

図書館員Diplom－Bibliothekarが担当す

るが，手書楽譜の整理に対して最終的に

責任を負うのは学術図書館員Wissens－

chaftlicher　Bibliothekarであるb

　普通図書館員の養成期問は3年であ

る。大学入学資格試験Abiturの合格者ま

たはそれに相当する学力を有すると認定

された者でなければ図書館学校に入学を

許されない。年齢制限もあり，25歳を越

えて養成に入ることはできない。下限は

18歳。3年の養成期間は，図書館学校に

おける理論的学習と，その図書館学校と

提携している実習図書館における実習か

ら成っている。実習期間は，たとえばシ

ュトゥットガルトの図書館学校ゐ場合に

は，3年の間に5　’・Er月である　　第一，

第二学期末に各6週間，第三，第四学期

末に各4週間，第五，第六学期は卒論に

専念できるようにとの配慮で実習なし一「
L一一一｛‘）B3年の学業を終え国家試験に通る

と普通図書館員が誕生する。同じ普通図

書館貝でも学術図書館向けと公共図書館

向けの養成課程があり，バーゲン＝ヴi

ルチンベルク州では，前者がヴェルテン

ベルク州立図書館内の図書館学校で
　（1979年から），後者がFachhochschule

fUr　Bibliothekswesen　Stuttgartで養成

されている。

　普通図書館員の仕事は，資料の受入，

目録，閲覧参考業務等図書館業務ク》主要

部分である。音楽部門でいえば，音楽書・

印刷楽譜の目録作業，相互貸借の受付1

書誌的事項の確認作業・皇子から申し込



まれた相互貸借の所蔵調査，その他一般

的な閲覧参考業務等である。

　学術図書館員の養成期間は2’年であ

る。大学で専門研究を了えた者でなけれ

ば養成資格はない。自然科学系の場合は’

博士号の所持が義務づけられない場合も

’あるということだが，人文・社会4r学系

の場・合は依然として博士号の取得者でな

ければならない。しかも年齢制限の上限

が33歳なので，学術図書館員になるのは

容易なことではない。2年の養成期間が

　（1年ずつの）「実務と講義から成ってい

るのは普通図書館員の場合と同様で，』日

本とは大いに異なるドイツの職業教育の，

理念がそこに実現されているのを見るこ

とができる。選書t一分類，図書館運営が

彼らの仕事の中心を成しており，学術図

書館はこういう頭脳集団によって動かさ

れているといってよ．レ㌔音楽部門では，

手書楽譜の整理の指揮監督，音楽書・楽

譜の選書と分類一壷ドイツでは今もっ

て全国的に通用する標準的な楽譜の分類

表がなぐ，各学術図書館毎に独自の分類

表を用いているのが実状である（5’一一，

そして運営一般の責任を負うことが学術

図書館員また音楽部門の長9仕事とな
る。6）。

　楽譜に限らず，総ての手書資料の整理

には，そこに書かれている主題分野につ

いての学問的素養を必要とする。整理の’

担当者は，研究方法を身につけていなけ

ればならない。他面で，図書館が行う手

書資料整理は，研究者が自らの関’O・が命

ずるままにする研究とは異なり，図書館

的技術を踏まえた上で一定水準の　　望

むらくは全国的に均質な　　記録でなけ

ればならない。特定の分野で学問的訓練・

を受け学位を有し，その上に図書館的訓
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練を受けた者，この二つの要素を一身に

具現した者　’学術図書館員　　が必要

とされる所以である。ドイツでは制度と

して学術図書館貝が位置づけられてい

る。こういう裏付けなくして全国的規模

での手書資料所蔵目録編纂などという大

事業はありえない。

　『手書資料目録作業の指針』

　ζれを可能にするもうrつの前提条件

．は，手書資料整理のための統一的な指針

である。1960年にこの事業が始められた．

時に手にすることができた目録規則のな

かで，各図書館がてんでに作っていた内

部規則を除いて，い・くら々でも標心的で

あったのは，1911年にプロイセン科学ア

カデミー（ベルリシ）が作成した「中世

から．17世紀初までの手写本の目録化」‘7）

であ6た。しかし，地方分権の徹底した

お国柄なので，プロイセン以外の地方で

は1各館が自前で整備した規則を使って

いたと推測される。そこでまず共通理解

を図り統一規則を策定するために，各学

術図書館で手書資料を担当する者の会議

がDFGの主催により1962年にヴォルフ

ェンビュッテルで開かれた。その成果は

直ちに出版物となってあらわれた。「中世

および近代の手写本の目録化につい
て」（8）がそれである。その目次は次のとお

，り（丸括孤内は執筆無名）。

1 「手書資料目録化の現状」（Gustav

Hofma暮n）

「二，三の比較的古い大部な手書資，

料所蔵目録について⊥（Hans　Butz一．

mann）

「近代の手書資料と文庫」（Wilhelm

Hoffmann）’

「ドイツの図書館における文庫目録



　　について」（Ludwig　Denecke）．．

　　「アルヒーブにおける文庫」（Wolf一　’

　　gang　A．　Mommsen）

II　「文献研究　近代の手書資料所蔵目

　　録と目録作業の参考書」（Johanne

　　Autehrieth）

　　「手書資料目録作業に援助をさしの

　　べてくれる、人と物」（Hermann

　　Knaus）

　　「手書資料目録作業における古文書

　　学の用語集」（Jghanne　Autenrieth）

　　「典礼用語集への試み」（Virgil

　　Fiala　＆　Wolfgang　lrtenkauf）

　　「手書資料目録における美術史用語

　　について」’　（Herbert　Kollner，協力

　　S．　V．　Borries　＆　H．　Knaus）

　　「成立年代に応じた手書楽譜目録化

　　への提言」（Clytus　Gottwald）〔この，

　　最後の論文の一部一五分の一弱一を末

　　尾に付録（1）どして訳出した。〕

付録　．「指針と提言」

　「文庫および自筆原稿の目録作業担当者

会議’・研修会」は，以後1年おきに1972

年のヴォルフェンビュッテル会議まで都

合6回開かれている。

　一方10年間に30冊余に達した冊子体の

手写本所蔵目録や各図書館における定例

作業報告を，批判的に検討することも行

われた。これらの成果を踏まえて，1973

年に1963年版「指針と提言」の改訂版と

もいうべき『手書資料目録作業の指針』（9》

‘が出版された。1963年の諸規則・提言を

生かしつつ，

　図書館の事業として行われる目録作業

　　の限界設定の明確化，

　作業手順の雛型の提案

などがここで行われている。’詳しくは同

『指針』ゐ抄訳　　四分の一ほどを付録（2）

として訳出した　　を参照されたい’。

　上記二つの規則・提言のほかに，音楽

という特殊分野には「国際音楽目録規則

第四巻手書楽譜目録規則」という専用

の目録規則がある㈹。

　図書館学の中で自立した一分野を成し

ているのは医学と法学と音楽であ、ると言

われるが，この手書楽譜目録規則を生み

出した母体である国際音楽図書館協会

Intemational　Association　of　Music

Libraries，　Archives　and　Documenta－

tion　Centres（1949年創設）は，六つの部

会，八つの委員会にわかれて多面的な活

動を続けている（1’｝。その具体的内容につ

いては機関誌（12）の，毎年出る大会報告特

集号の記事に任せるとして，宅こで指摘

したいのはこの手書楽譜目録規則に見ら

れるように，世界くあるいは正確には欧

米）的規模での協力活動の成果が一国一

一一ｼドイツ　　の日常業務と緊密に結び

ついている，あるいはそれに大いに拠り

ながら作られたということである。

　これらの指針・規則に基づき，他面で

図書館における職制を活用し，更にはそ

れら総てを支える社会があってはじめ

て，西ドイツにおける手書資料所蔵目録

編纂事業は可能になっているのである。・

lll手書楽譜所蔵目録一覧と解題

　現在（1982年）までに公刊されている

13冊の手書楽譜所蔵目録は次のような各

地の図書館等のものである。これらの目

録を含め，欧米の図書館等の所蔵楽譜（出

版楽譜も含む）の主題目録thematic　cat一’，

alogueを一覧できる参考文献もごく最

近現れたが（’3），DFGの事業として出版さ一

4



’

れたのは黒め13冊である（141。．

．1．　フラ7クフルト市立兼大学図書館

’　　Kata16ge　der．Stadt一口nd　Univer一・

　　　siちatsbiblioth6k　Frankfurt　am　M：ain．

　　　rFrankfurt　am　IMain：『Kloster一．

　　　mann，、19一．

　　　Band．8：．』Thematischet．Katalog　der

　　　kirchlichen　Musikhandschriften　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　17．　und　18．　・Jahrhunderts　in　．　der．

　　　Stadt　・一und．　UniversitatSbibliothek

　　　Frankfqrt．．　am　M耳in：Sighatur6n一．．

　　　gruppe・Ms．　Ff．　Mus．．／b6arbeitet

　　　und　besch「ieb・n．マ・n　JO・・hipa

　　　Schli（｝hte．一　1979．

2．．ヴェルテンベルク州立図書館，シュ

　　　トウットガル．ド　　．’．　　1　・・

2－1．1）ie　H　andschriften、der　WUrttem－

　　　bergischen・Landesbibliothek　Stutt－

　　　gart．一．Wiesbaden：Harrassowitz，

　　　1963一．．．

　　　1．Reihe　　　　　．．．　　　　「　　　　＼

　　　Band　1．・．．C・“ice・m・・i・i／b6s一．

　　　chrieben．von　Clytus　Gottwald．一

　　　1964

2－2．．2．Reihe：Die　Handschriften　der

　　　・蜘・ligf・KO・igli・h・n　H・fbibli・thl

　　』ek

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　Band　6：Codices　Music’i

　　．幽1．Teil：HB）XVII　1－28／beschrieben

　　　von．　qytus（｝ottwald．一1965

3．・アウグスブルグ州立兼市立．図書館

　　　　HahdSchriftenkatalQge　der　Staats一

　　．Und　＄tadtbibliothek「Augsburg．、一

　　Wiesbaden：「HarrassOWitz，1974・．．

　　　Band　1：Die　Musikhandschrifteh　d6r

　　Staats－Und　Stadtbibliothek　Augs－

　　burg　：Cin串chliesslich．　de士　Liturgica

　　mit．Nota七ion／beschriebeh．　von’1

　　　　Clytus　Gottwald．　一　1974

　　4．バイエル）ζ州の諸施設

　　．4－1．　Kataloge　bayeri＄cher．Musik－

　　　　sammlungen　’／　herausgegeben’von

　　　　der　GeneraldirektiQn　der　b4yeri一’

　　sehen　staatlichen　Bibliotheken．・一Mtin－

　　　　chen　：　Henle，　1971一．’

　　　　〔Band．1〕：ThematiScher　Iく3talog．　der

　　　　MUsikhandsehriften　der　’ehemaligen

　　　　Klosterkirche．ri　Weyarn，　’　Tegernsee

　　　　und・Benediktbeuren　／　Robert　Mun－

　　　　ster〔u．〕Robert．．MaChold．二1971

4“2．’

D，

iBand　2．）：　T，heniatischer

　　　　Katalog　der・Musikhandschriften　der

　　　　．Benediktinerinnenabtei　・　Frauenw6r一
　／

　　　　th　und　der’　Pfarrkjrghen　lndersdorf，

　　　　Was＄erburg　am　lnn　und　Bad’T61z　／

　　　　unter　der　Leitung，v．on　Robert　Mttn－

　　　　ster　be’arbeitet　’von　Ursula　Bockhol一

　　　　’dt，　Robert・Machold　upd　．’Lisbet

　　　　Thew．．一　1975

4－3．　Barid　3，．：　Theip．atiScher　Kat41pg

　　　　der　Musikhandschriften　’der　Furst－

　　　　lich　Ottingen－W，　allersteintSchen　Bib－

　　　　liothek　SchloB　Harburg　／　Gertraqt

@・・Haberkarr｝p．；mit．・i・¢ピG・・chi・ht・

　　・　des　Musikalienbestandes　Von・Volker

　　　　yon．　．Volckamer．　一1976

　　4－4　．　．　・　Band　4　：　Die－M．uSikhandschriften

　　　　in　der　Theatinerkirche　S（ank）t　Ka－

　　　　jetap・in　MU’ncheri・：　thematischer

　　　　－Katalog　／　Siegfried　Gmeinwie＄er．　一

　　　　1979　’，　’・，．，

　　4－5．バイ．エルン州卒図書館．

　　　　　　Band，　5　：　Katalog　der　Musikhands一　．

　　　　chrjften　／　Bayerische　StaatsbibliQth一　．

　　　　ek．’‘；　1979一．

　　4－5－1．　Band　5／2一：　Tabulatuten’．und，

一一
@’ T



　　StimmbUCher　bis　z廿r　Mitte　deS　17．

J・h・hund・・tS／b・s・h・i・b・P．　vg・，．

　．Marie　・・　Louise（｝611ner．一t．1979．

．14－5－2L　B・nd　s／3・．c・ll・ρti・．mおicali・．

　Makirnilianes．一．／．　beschrieben　tt　Von

．．Betti・q．Wacke・nag・1・．÷．1981．

4」6．，Band　6：Die　Musikhandschriften

　d¢r．FUrst．　Thtirh．und　Taxis　Hofbib二

　．liohek　Regensbutg．：、　thematiScher

　　　　　　　　　　　　K3t3169／G・rt・aqt　Hqberkamp；mit
、．

?奄獅?mGeSchidhte　des　MUsikalienbe＝

　standes、VQn．Hug6　Ang6rerl－1981．

5．．ミ．ユンヘン大学図書館．．

　　　Die　Handschriften．．der．Univ6rsi－

　tatsbiblioth6k　M加chen．．／．．herausL

　gegeben　v6n　Gerhaでd　Schott；．一

　．Wiesbaden：Hafr3sSowitz，1968一．

　Band　2：Die　Musikhandschriften　der

　．Universitatsbibliothek　MUnchen　／

　beschrieben　Yon　Clytμs　Gottwald．　T

　．1968．

6．．フ．ラ．イブルク大学図書館

　　　．Kataloge　der．Universitatsbiblio・

．‘ 狽?Ek．Rゆg　i諭・1・g・y／h・r．aulSr　’

　．gegeben∀on．．　Wolfgan奮Keh；．、「一㍉

　Wiesbadφ・：Harrassowitz，、1974一二．

．Band．1・琢e．二瀬d串・h・iften・．．d・・

　．．Uhive士sit翫Sbibliothek　und．anderer

　6ffentlicher．Sailmlungen’　in　Freibur一・

　girn　Breisgau面¢UmgebUng
　Teil．21Die　Mtisikhandschriften’　der

　UniV6rsitatsbibliothek．und．and6rer

　6ff・ηtli・h・・S・inmlμ・g・h　i・．．．F・ei－

　bUrg　im　Br臼isgau』und．U士ng6bung’／

　besごhriebe耳．　v：pn　Clytμs　Gottwald．一

　　1979．．

　解題（1）

　これらのうち最：初に出版されたのは，

付録（1）め執筆者ゴットヴァルト編による．

2－1であ「る（1964年刊）6以後1979年置で

たゴットヴァルト編により都合．5冊の目

録が公刊された。．収録対象となった資料

に．よっ、てゲ記述φ力点の置き方や整理上

ρ問輝は異なるグ・目録ξ）構嘆や記述形

式などの大枠はほ．ぼ共通しており，その

原形をこの第1冊に見ることができる。．

同書あ目．次は凍の如くである。

　は．しがき

　序詳．．．、　．・／．1

　音楽古写本1
　参考文献表．　tttt

　旧蔵地名L・覧

　人名・地名・件名の町勢弓L　’

　歌い出し索引．

　出だし．索引

序説では，．収録内容とその来歴が簡単に

叙述され．’一同書の使い充，目録奉文の記

．述形式の説明のあと．，謝辞で締めくくら

れるQ

　この1．冊に収録され，ている手書楽譜は

回歴にタうて二つに大別される。一つは，

ヴ丘ルテ．ンベルク公爵家の旧王室礼拝堂．’

の蔵書の一部であり，』いま一つあ群は，’

教会．財産．国有化（世俗化〉により，ヴュ

ルテンベルク地方め諸修道院から当時の

王立公共図書館が受け入れ，た写本であ

る。．・前者は，Stuttgarter　Chorbuφ≧称

され．るほどに知．ら．れた蒐集を形成してい

る聖歌集の写本群であり，．筆写年代は一

つの例外もな．く．すべて16世紀である1こ

の蒐集に匹敵するゐは，バイエルン州立

図書鮒イ1エサ大鯛舗のもの．！lち．．

いである・．．、

　後者は，13世紀か．ら17世紀にかけて筆‘
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噛

写された聖歌集で，ヴュルテシベルク地

方の修道院から受け入れたものである。

　目録の記述形式は，付録（1）『提言』・に

従っているが，ここで用いられているの

は訳出しなかった部分　　1650年頃まで

のポリフォニー音楽の目録化，コラール

写本の三三記述　　の規則である。また

　目金剥列（2－1．

　　　　　　　　　　　　　　　　鮨

「ヴェルテンベルク州立図書館手書資料

記述形式については，ゴットヴァルト編

の5冊の目録のうち第1冊の序説で触れ

られているだけなので，大よそどのよう

・なことが記述されているかを，序説の説

明に従って，要約して紹介したい6（次に

示した目録例の⑤二⑤は便宜的に筆者が

付した）

　　　　　　　　音楽古写本⊥pp49－50）

＠C・d・m…f・LI28

　　　　ロ

⑤Or伽riumszylden
◎P・pi…211　B1・53・39，5・H・fk・p・11…m・545

⑥・・曲…P・P・…・…pre…m・Le・・……・ge・（…m・・1…h・・H・EBLEIt　1・蹴「iT・…3・・…11・

　　　Konrad　K“hne・Stuugar匙）；R丘cken　lP38　repariert・auf　dem　R丘ckεロSchildchen三三t　Sigrvaturρ。

⑥Q・…㎡・…v・・h・π・ch・・d…1蜘・m・d・m・．1－219鰍・…“・・’・・i・｝it9・zAhlt》・es　f・hle・B12－7・

　　　176．179．220（Textverlu3t），81　defekt（Textverlu5t）・wciBc　Mdnsuralnotaしion！・Schre山eτi5t　Peuschel

　　　（Schriftvergleich）．　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　
◎D・・1・g・・……g・…1・…h・・Z・岬…hE・3ch・…n…RISM　154・3・・M…uA…OIAR。S・・9）・・rr

　　　mutet，　daβeg　3ich　bei　Heinrich　FI．NcKs　Me＄3e　nicht　um　die　e蹴e　Niederschrift　handeln　k6皿e，　da　dle

　　　Mes3em三t　gewisser　Sicherbeit　zur’Hocbzeit　von　Herzog　U1rieh　mit　Sabina　von　Bayern　kompoロiαt　wurdo

　　　（1511’12）．0｛rensichtlich　wurde　die　1㌧Ie55e　je｛loch　3chon　erheb童ich　ftUher　（voロ　Peusehel》　i皿gr・D55ieどt：

　　　Reste　einer　alten　Foliienmg　deuten　darauf　hin，　daB　die5e　Abschrift　einige　Zeit　ab　sen⊃st直nd三ge5　Corpug

　　　existiert　hat．　bevor　sie　mit　den　beideロ｝le53en　von　Mo三田鋤a㎜e㎎eb皿dm咽e．　Vgh。b㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　MAROS　auch　HAssEs　Voπed¢zu　CW　XXI．

　　　　　　　　　　　1「　　Orig…naler　Index：Messen　1・Dεbeota

　　　　　　　’・Vi・gi…2・．　L・…・m・C・’istoffe　M・・鵡　、　’

　　　　　　　　　　　　　　3。Hein『ich」Finck．

（fD　1

2

3

’

lv－66ri　〈Missa＞　de　Beata　virgine　5　MoRALEs
’　＠　liLnfarig’defekt；　K　RISITI　15403，　1543i，　15474，　Dorico　f；atres　1544，　｝loderne　1552，

　　　　　　Cividale　1！usib　53，　：Iadrid　N．　Iedinaceli　607，　Rom　Sist．　19，　Toledo　Catcdral　29；

　　　　　　．N　MoR，tLEsO　III，　66；　L　REEsE：MR，　589

66v－67r

67v－137r

leer

〈！Iissa　super　L’hornme　arnie＞・　’　5　MoRALEs

K　RISI［　15403，　15431，　15474！Porico　fra，tres　｝544．　Modgrne　1545，　Berlin　14740，

Madrid　Bibl．　Nac．　2431，　1　ladrid　1　ledinaceli　607，　Toledo　Catedral　31　；　A　MoRALmsO　1，

193；　LWAG．NG，　418　一，　一
137”一139’　leer

139v一一　2　1・　9v　〈Missa　In　summ三s＞　　　、　　　　　6　HENRIcus　FINK

　　　　　　　　　Titel　nach　CW　XXI，　SchluB　defekt；　．A　CW　XXI，　！losK，　4；　L　AL’BRF　und　Einleitung

　　　　　　　　　zu　cw　xxl

　　　　　　　　　・　一　7　一，
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⑤請求記号

⑤略標題

⑤羊皮紙か紙か等の用紙の別・枚数・大

　きさ、（縦×横を0．5cmきざみで示す）・．

　旧蔵の場所・筆写年代

⑥製本・装丁の記述。シュトゥットガル

　トの聖歌集は筆写されるとすでに製本

　されたので，製本者の決定は，来歴の

　決定に重要な拠り所となる。

◎折帖の状態，ラォリォ付け等の記述。

　折帖の状態が一様でない写本について

　は，詳細な記述をやめ，過半数以上を

　占めているものの記述で代表させた。

　透模様についての記述は行わなかっ

　た。宮廷礼拝堂旧暦写本にはゴシック

　書体が用いられているので，目録記述

　では特たそのことは明示しなかった。

　彩色も装飾も施されていない擦筆の‡

　字および声部を示す大文字にも触れて

　いない。宮廷礼拝堂の写本のうち典礼．

　作品の歌い出しには，時々角形記譜法

　が現れるので記譜法の種類（白符定量

　記譜法）を記載した。

　　．写譜筆名が判明していれば記載した。

　宮廷礼拝堂の旧卒楽譜を筆写した3人

　の主だる写譜者はそれぞれ個性を持つ．

　ていた。ユ人は，最も達筆なゴシック

　書体で，非常に精確に筆写し，彼の書

　いた作曲者の表示にも信頼がおける。

　もう1人は，なるほど初期の仕事は丁、

　寧だカ『熟練するに律っていい加減な仕

　事をするようになりジゴシヅク書体も

　角がとれ丸味を帯びて崩れはじめてお．

　り，さらに作曲者を表示することに関

　心を持たなかったらしくおかげで彼の『

　筆写した楽譜は作曲者不詳のものが多

　い。別のもうユ人はその中間的存在で

　ある。

　　装飾字母，豪華な製本，彩色された

　LombardenとCadellen，赤刷り表題も

　記載した。章頭の飾り文字，ミニアチ

　ュール，縁飾りのうち，芸術的価値の

　高いものについては詳しい記述をし

　た。

③教会から移管された写本の場合には旧

　筆者たる教会名，◎で記された筆写年

　代の根拠，収録作品のジャンルの説明，

　当該写本に名前が見られる王室礼拝堂

　職員の略伝，以前の請求記号（製本に

　ついての記述中で記載されなかった場

　合）

⑧写本収録作品についての記述。

　　作品ごとに通し番号を付与する。

　　どの場所に収録されているのかを示

　すフォリオ番号，写本上に表示された

　作品名の転記，声部数，作曲者名（ス

　モールキャピタルで）。’

　　作曲筆名は，資料上に現れた形のま

　まではなく，図書館で目録作成書が選

　卒した統一的な形に直して記載した。

　所有格は主格に戻した。．省略形はフル

　ネこムにしだ。所蔵目録の編者が補記

　した作曲者の表示は山括孤〈〉で囲ん

　だ。

　　主部の歌い出しの次行に第二部単帯

　びそれ以降の部分の歌い出しまたは出

　だしを逆山括孤〉＜で囲んで表示し

　た。これらは資料上の形をそのまま転

、記した（イタリック体で示す）。

⑤TrText歌詞

．K＝Konkordanzenコンコーダンス

　A＝Ausgaben出版譜一

　L＝Literatur参考文献

　聖書から採られた歌詞はヴルガタ聖

　書，ドイツ語の宗教歌曲はヴァッカー

　ナーゲルの著作に従って，出典を明示
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する。・聖務日課の歌詞はBreviarium

Romanum，ミサ曲の歌詞はMissale

Roman㎜にそれぞれ従って書誌的に

確定する。その際，当該祝日及びそれ

　に従って数えられる祝日を示した・（た

　とえばFer．21p．　Pascha）。

　　コンコーダンスは，その作品の浸透

．度を暗示するだけではなく，写本相互

　の関係やどの出版譜を用いて筆写され

　たかの研究に携わる学者に材料を提供

　することにもなる。’それ故当該作品が

　作曲家の個人全集によって確定された

　場合にも，その手書楽譜がどの出版楽

　譜あるいは手書楽譜に従って写譜され

　たかが判明していれば，必ずそれを記

　載した。作曲者不詳として伝えられて

　きた作品についてはこの表示を欠くわ，

　けにはいかない。資料上では作曲者不

　詳となっている作品の作曲者を，いか

　なる典拠によって導出したかは必ず記

　録しておかなければならない。

　　写譜の典拠となった楽譜の種類には

　次のものがある。多数の作曲家による

　多数の作品を収めた合集SammeldruCk，

　1人の作曲家の作品（集），手書楽譜。

　　合集は国際音楽資料目録RISM’5）の・

　番号で，1人の作曲家の作品集は印刷

　町名・印刷年（例えばPetrucci　1503）

　で示したこ写本の所在地は略記した。

　現代の出版譜は，作曲家の個人全集中

　の，当該作晶が収められている拳闘，

　頁数で示したが，場合によっては現代’

　の実用譜で示した。初期の出版譜に言

　及することはしなかった。

　　参考文献への指示は，できる限り簡

　略化して表示し，かつ最新の包括的な

　著作に眼つた。

　以上が，序説で述べられている記述内

　　　　　　　　　　　　　　　　　二9

容の概要である。

　この巻に収められた手書楽譜は，前身

である王立公共図書館時代かち受け継い

できたものであるが，第1シリーズその幽

ものは，現州立図書館が随時受け入れる

新しい手書資料を加えながら，増加充実

していく，開かれた資料群の目録である。

事実，近代の手書楽譜も多く所蔵されて

おり．，筆者が，客員として整理に携わっ

た際には，J・J・アーベルトJohann　Jose－

ph　Abert（1832－1915）文庫を担当した。’6’。　’

しかし，比較的資料的価値の乏しいこれ

らの文庫にまで冊子体の所蔵目録の出版

計画が及ぶのはかなり将来のことであろ

う。

　2－2はこれに対して，旧宮廷図書館から

移管された，今後増加することのない閉

ざされた資料群の目録である。手書楽譜

もその中に含まれるが，これも資料の来

歴によって二つに大別される。一つは，

シュトゲッ・トガルト宮廷歌劇場における

公演に用いられた楽譜であり，いま一つ

は，教会から移管されてきたコラールの

写本である。これら二つの資料群の目録

は巻を改めて別に出版した方がよいと判

断され；まず後者の目録が公けにされた。

コラール写本のうち最古のものは，12世

紀初にヴァインガルテンで筆写された朝

州集Matutinaleであり，一番新しいのは

17世紀から18世紀にかけてカイスハイム

で成立したものである。

解題（2）

　ヴュルテンベルク州立図書館の2冊に

続いて，ミュンヘン大学図書館，アウグ

スブルク州立兼市立図書館，フライブル

ク大学図書館とその近郊の図書館の手書

楽譜あ目録が出版されたが，ζれらはい



ずれも，16聴官に成立した筆写譜を中心’

にし：て，19世紀はじあに筆写された手書

楽譜までを含む，教会財産国有化によっ

て図書館に受け入れられた資料群を主た

る対象としている。

　このうちミュンヘン大学図書館の巻1こ．

は，ルネサンス期の音楽理論家として有

名なグラレアーヌスGlareanus文庫の記

述もあって興味深い。・しかし，既に述べ

’たように，資料整理の基本的態度および

その現われとしての記述内容と形式は，

1964年に出た2‘1と，大筋において変わり

はない。・，

．解題（3）　　　　　　　　　　　’

　1971年から刊行が開始された「バイエ．

「ルン音楽コレクション目録」は，これに・

対して，教会財産国有化という時代の流

れにとり残された資料の発掘と整理を主

たる目標としている。第5巻はバイエル

ン州立図書館の所蔵資料であるが（第2，

第3分冊が厩刊），その他はすべて，今な

お図書館の外にある資料の目録である。

バイエルン州立図書館音楽部門では，整

理作業中これらの資料を一時的に所蔵者

　（教会，修道院，旧貴族の宮廷図書館等）

から借用し，作業が終了すると，マイク

ロフィルムに撮影し，原資料そのものは

所蔵者の手に戻すというやり方で仕事を

進めている。記述対象資料め成立年代も，

ゴットヴァルト編の5冊とは違って，主

として18，19世紀である。第5巻第2分

冊の「17世紀中葉までのタブラチュア譜

とパートブック」を除いて，既刊7冊の

うち6冊までが，近代の手書楽譜を対象

　としている。

　『第1巻（巻数表示は1976年刊の第3巻

から付されるようになつな。1971，1975

・年刊の2冊子はそれがないが，苦熱順に

巻数を補うものとする）は，オーバーバ

イエルンのヴァイアルン，テーゲルン三

一，ベネディクトボイレンの各教区教会，

第2巻は；フラウ土ンヴェルトのベネデ

ィクト会女子修道院，インデルスドルフ，

ヴァッサーブルク・アム・イン，バート・

テルツの各教区教会，第4巻はミュンヘ

ンのテアティーネル派の聖カエタン教会、

に所蔵されている（あるいは今日では別

の場所で保管されており，日々廃棄と売

却の運命にさらされているが，もともと

はこれらの教会・修道院に所蔵されてい

、た）宗教的作品の；，18，19世1紀に筆写さ

れた楽譜の目録である。

　ゲルトラウト・ハーベルカンプ編の第

’3巻と第6巻は）・世俗権力の所有に帰せ

られる資料群の目録であるが，これらも’

図書館の所蔵資料とはなっていない。そ

れぞれ，もとエッティンゲンーヴァレル

シュタイン侯爵家の図書館資料で今日で』

は，アウグスブルク近郊のハルブルク城

図書館．（1980年た州の財産となりアウグ

スブルクの大学図書館に移管された）と，

レーゲンスブルクにあるトゥルンおよび

タクシス侯爵家の宮廷図書館とに所蔵さ

れている。当然のことながら，これらは

世俗音楽を中心とする手書楽譜群の目録

である。

IV’ 闖相y譜の整理における諸問題

　図書館内では手書資料整理に伴う特有

の困難な問題を1どのように解決してい
るだろ，うが…。

　ここでは，この問題を，筆者が半年間

学んだバイエルン州立図書館音楽部門で
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の目録実務に基づいて，述べてみだい（18）。．

論述に用いた四つの例は，出版物となっ

た7冊の所蔵目録から採られたものでは

ないが，かかえる問題は同じである。い

ずれも，近代に成立した手書楽譜であり，

バイエルン音楽コレクション目録叢書の

7冊におけるのと同じ整理上の問題を，’

それらの例に見ることができる。

　「特有の困難な問題」とは何かσ問題の

所在を指摘する⑳は困難なことではな

い。すなわち，

　その手書資料に収められている作品の

　　著作者は誰であるか，

　文庫旧蔵者が作曲家である場合には彼

　　の自作かあるいは他人の作か，

　’その手書資料は誰によ．って書かれある

　　いは筆写されたか，

　その手書資料には何どいう作品が収め

　　られているか，

という言葉で表現することができるであ、

　1ろう。

　カード例（1）

　　　O　　’　一　＠
　　　　　　　　　　　　　＠　，．e

著者（作曲者）の確定（1）

　カード例（1）．は，楽譜例（f）を目録し

tg結果である。この楽譜は小さなもので，．

縦21crh，横29cmあ大き』 ｳの紙（機械漉

．き，19世紀後半の紙。もちろん透模様と

は無録）’を微重ねて≒熱りにし々ス
コアと，’ ｼ分の大きさ・同じ紙質の紙各

1枚ずつのパート譜4枚とかち成ってい

る・、5線は・例によ？て写譜者が師で

引いたのであろう．。そこに書かれている

のは四声無伴奏偽るいは，楽譜上には

現われていないがオルガン伴奏付き）．の

声楽曲である。標題紙とか表紙はなく，

目録記述OP情報瀬と．しては三諦第1頁の¶

見出しがあるのみである’。そしてこれは，．

フリードリ・ッヒ・フィリッツという19世

紀後半に活躍した教会音楽研究家にして

作曲家，演奏家の文庫Nachlaβに属し，

現在の所有者はバイエルン：州立図書館で

ある㈹。
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　さて作曲者は誰か。答への手がかりは

見出しにある’“Becker　1843”という資料

上の表示が与えてくれる。つまりこれは，

作曲者名と，この筆写譜の作成者が典拠

として用いた楽譜の出版年の表示ではな

いかという仮説を導ぐのである。そこで

当時既に存在していたドイツ音楽書誌と

して有名なホフマイスターの目録⑳を調

べ，確かに1843年にベッカーの楽譜で公’

刊されたものがあるという情報を得て，

州立図書館の印刷楽譜目録を調べ書庫か

ら出して照合してみる。該当箇所が楽譜

例（2）である。仮説は立証された。標目

はベッカーとなる。

　楽譜例（2）上に旋律の作曲者がM・リ

ン：カルトであるとの表示があって，楽譜

例（1）の見出しの第1行から3行にわた

って書かれていることと符合する（⑮参

照）。

　またζこには1657年という年代も見え

るが，この禁譜に書かれた作品は，様式

批判をしてみると，旋法ではなく調性に

基づいて書かれていることが知られる。

それで，まずはじめに考えるべき仮説と

して1843年の方を採用したわけである。

’以下逐条的に，カード例に付した番号

順に説明する。

①標目の名前の形はリーマンの音楽辞典

　に拠る（Riemann　Musik　Lexikon．一

　Mainz　：　Schott，　1959－75）．

②生没年については，必ずしもリーマン

　の音楽辞典に固執せず，より新しい研

　究成果をとり入れた英米圏の音楽事典

　のデータも用いる。

③標題は唯一の情報源たる見出しにない

ので，歌い出しincipitを角括孤に入れ

　て標題とする。

④英米目録規則では固有の標題が統一標

　題となった場合にはふつうそれ以上の

　識別要素は記載しない。しかしこの例

　に見られるような曲は，コラールまた

　典礼と結びついて、いるたあにゴ多くの

　作曲家による同名の作品が存在する。

　第2の識別要素として，旋法または調

　性を付記する理由はそこにある（第3

　の識別要素は声部数である）。

⑤責任性の表示と標題関連情報である。

　見出しに書かれているその他の事柄は

　注記にまわされる（⑮を参照）。1

⑥⑤の情報源の表示である。Kopftit
｝［e1］＝見出し標題。

⑦特定資料表示である。Part［itur］＝ス

　コア。＝

⑧数量の表示，’Bl［atter］＝Ieaves＝枚。

⑨付随資料表示，St［immen］＝parts＝パ’

　一ト譜。

⑩演奏手段，編成を示す。C［antus］，　A

　［ltus］，　T［enor］，　B［assus］．

　　丸括孤内は⑨パート譜の数量の表

　示，各一枚の意。楽譜（1）上には，い

　かなる編成の四声合唱（または重唱）tt

　であるかは記載されていないが，音部

　記号の種類と位置によって確定するこ

　とができる。
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左の二つの場合は，ソプラノ，アル

ト，テノール，バスという通常の混声．



　四部と書けるが，右の二つの場合には

　．「四声」としか書けない（音楽辞典のキ

　アヴェッテchiavetteの項参照）

⑪Kopie（筆写譜）に対するのはAutogr

　（aph）（自筆譜）である。

　　自筆か他筆かの判定は容易ではな

　い。この場合は；文庫旧蔵払フィリッ

　ツの周囲に何人かいた（職業的）写譜

　者の一人の手になる筆写譜であること

　が判明している。（詳しくは後述）

⑫楽譜の成立年代’（浄書年代）を示し，

　作品の成立年代を示しているのではな

　い。この例では，フィリ・ッツg）ミュン

1ヘンにおける活躍年代が記載されてい’

回るにすぎず，それ以上に詳しい日付は

　判明しなかったこどを意味する。この

一程度でとどめるか，さらに追究するが

　は資料が持つ価値による。

「⑬形態の表示。縦長判であるが，横の長

　さも表示する。付録（1）にもあるよう

　に，0．5cmきざみで示されている。∫

⑭コンコーダンス。筆写の典拠として用

　いられた出版楽譜の書誌事項である。

　フィリッツはバイエル）＜州立図書館

　　（当時の名称は「宮廷兼国立図書館」）

　の所蔵楽譜を使って筆写した（あるい

　はさせた）というζとがおよそ突き止

　められているために，調査が容易であ

　つた。

⑮見出しに書かれているが1この作品の『

　原形となった作品への言及なので注記

　にまわされた。これを注記にまわすと．

　いう決定に至るまでには，既述した如

　’く，様々な調査四過が前提とされてい

　る。このような調査をなしうるために

　は，音楽理論，郷土音楽史，当時の社

　会的背景，製紙業の摩一等に関する巾

　広い知識と図書館的技術のほかに，音

　楽（史）学の体系的理解が必要とされ

　るのは見易い理である。

’⑯フィリッツ文庫に属する資料であるこ

　との表示。

作曲者の確定（2）総譜化Spartierung

　次の例はやはりフィリッツ文庫からの

例である。今日の私達にとって，特に私

達日本人にとって，合唱曲の楽譜という

と総譜を想起するめが普通であろう。し

かし19世紀後半の人々にとっては，そう

ではなかった。ルネサンス合（重）唱曲

の多くは，総譜の形に移されてはおらず，

ほとんどがパート・ブックのまま残され

ていた！パート・ブヅクとは，たとえて

．いえばv’今日では弦楽四重奏曲が，総譜

とパート譜の組み合わせで出版されてい

るがそれが，総譜の概念がないために，幽

パート譜だけで出版されたもめと考えれ

ばよい）。膨大な量にのぼるそれらの音楽

遺産を，一覧性のある総譜に移しかえる

という作業は大変な労力を要する。こめ

、仕事は実証的音楽史学の発展に支えら’

れ，幾多め音楽研究者によって現在に至

るまで営々と続けられているが，いまな

おパート・ブックに書かれた作品すべて

が総譜の形で見られるようになっている

わけではない（21）。カード例（2）はその総

譜化された楽譜の目録例である。

カード例（2）について：

⑨統一標題内では現代の正書法を用い

　る。句読点は後代のものであるから用

　いない。歌い出しを統一標題とする際

　には原則どして歌詞第1行までを引用

　する。ラテン語の歌詞の場合は第1行

　を用いるが，たとえばフランス語の場

　合には少し扱いを異にする。第8音節
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までで止める。まず詩法上の句切りを 確定してから音節数を数えて，意味を

カード例（2）

　JoseqUlp　deg　Pr6s　（6a　1440－1521（24？））
⑨［c。＿d6。。1。3四．．㎞，。＿、tiσコ8魚あ1i。。h］＠。＿，　de。。1ez．

⑩1；；灘羅；乱i；1言鷲；il；2s？・一…

＠Spartierung　pach’　dem　Druck　HlsM　［e．　Is2s］6．

　　NachlaB　Fiユitz

　持った一まとまりを用いる。句切りは

　一つの節の内での脚韻，各行の音節数

　などから判定される。’

　，また歌詞中に反覆される言葉がある

場合にはもとの詩に戻って考える。詩

　の中で繰り返されている言葉は統一標

　題とするが，音楽化された時に作曲家

　によって反覆させられた語は統一標題

　にはとらない6

④様式批判により（とレ　・．ってもこの場合

　は作曲者によって明らかである．が），調

　性ではなく旋法を作品の成立原理とし

　ていることがtt　a－Aolisch’町で示されて

・いる。こういう局面では学術図書館員
tt
ﾌ判断が介入することは避けられな
　い。あるいは彼の判断を俊ってはじあ，

　て書誌記録が成立するともいえる。こ

　の段階でもすでに難しい問題をかかえ

，ることはしばしばあり，それ以上音楽

　内容に立ち入6て，その旋法が正格旋

　法か変格旋法かの区別をつけることは

　図書館では行わない。学問的に難しい．

　問題をはらんでおり，・時間的制約もあ

　り，とてもtつ一つの楽譜にそこまで

　かかわるわけにはいかないかちであ
，る。

⑤この楽譜にも標題紙や表紙はなく楽譜

　第1頁が情報源となって回る。見出し

　に，作品名と作曲乙名はかろうじて記

　載されているが，’それに続く”A　304”

層とは何であるか。数字の方はついに何

　を意味するのか突き止められなかっ．

　た。文字の方は116世紀前半にパリで’

．、の楽譜印刷出版権を独占していたアテ、

　イニァンPierreAttaingnant（ca．1494

　－1552）の頭文字であることが，完全に

　綴られている同種の楽譜から判明し』

　た。（⑭に続く）

⑪作曲者自身の筆になる．ものではない

　が，これはフィリッツによって書かれ

　た。　　　　　　　’

⑩音部記号の位置が先あ四つの場合の一

　番右の例に該当し，「四声である」との

　表示しかできない。

⑭「国際音楽資料目録RISM，　vol，　B，1，

　1の［c．．1528］6に従って総譜化され

　た」の意である。

　　⑤によりフィリッツは写譜の原本と

　してアテイニアン刊行のパート・ブッ

　クを使ったちしいという事が判明した’

　ので，まず原本を追跡調査する。アテ

　イニアンが1525年から1558年までの24

　年間に出版し7g　174点の楽譜集のどれ’

　であるかは，それらを刊年順に内容一
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覧表付きで詳細かつ厳密に調べあげて

まとめた参考書があるので22’，その作

曲者索引または歌い出し索引によって

確定する。その結果1528年ごろに，出

版された楽譜集であるとわかる。

　アテイニアンが刊行した楽譜のみな

らず，16，17世紀に出版された，多数

の作曲家による多数の作品を収めた合

集すべてを出版年順に排列し，書誌事

項を，標題紙から三明に転記し，各回、

集の収録作曲家名’と作曲家ごとの収録

曲面を記録し，さらに，現存する当該

古集の所蔵館まで調べ上げた便利な書

誌が，国際音楽資料目録Bシリーズ第

1巻である（23）。

　この二つの文献を用いて，総譜化に

用いた原本を突き止める。その結果は

広く知られているRISM番号により
e“

@RlsM［c．1528］6”と表示する。

こうして総譜化にあたってどの楽譜を

用いたか一コンコーダンスーが判明す

ると，作曲者も確定される。あるいは」

作曲者不呪未詳であることが確定さ

れる。

　写譜の原譜となった出版楽譜を突き

止めることによって，作曲者名と作品

名が確定すると，いう事1青は，総譜化の

場合に限らず，カード例（1）でも同様

である。

　そし℃J・S・バッハとかパレストリ

ーナGiovanni　Pierluigi　da（ca．1525－

1594），ラッ、ソOrlande　de　Lassus（ca．

1532－1594）のような音楽史上に訴え立

つひとにぎりの大作曲家達の場合に
は，大抵数十年間を費して刊行された

学問的に信頼すべき個人全集があるの

で，その該当箇所た言及することによ

って，作品の同定が行われる（24）。

　あるいは，個人全集の刊行にまで至

らない作曲家の場合でも，より抱括的

な楽譜の叢書の1巻に，彼の主たる作

品が収められて公刊されるということ

はしばしばある。この種の楽譜の叢書

も，数十年をかけた息の長い大刊行事

業となっていることが多い。．例えてい

えば「日本古典文学大系」の音楽版と

もいうべきもので，ドイツ，オ〒スト

リア，．スイス，オランダ，幽スウェーデ

ン等の国々で発行されている。これら

のうちで特に大きな叢書は，「ドイツ音

芸術大系㈹」と「ドイツ音楽の遺産25）」

「オーストリア音芸術大系（27）」この三

つである。それらの叢書に収められて

いることが判明すれば，やはりそれら

・の該当箇所に言及することによって作

品は同定される。

　作品はいかにして同定identifyされ

るかという問題は難問であるが，ここ、

までの段階では，初版や初期の版，作、

曲者の存命中に作曲者自らが関与して

出版した版Originaldruck・後代の個人

全集・Denkmaler＝Monuments等の

大叢書一これらの出版譜を突き止め

ることによって解決されると，ひどま

ず答えるζとができるであろう。

作曲者の確定（3）・、

　資料上に作曲者の表示がない場合は，

作品の同定は困難を極める。その解決は，

整理担当者がいかなる仮説を立てる能力

を有しているかにかかっているといって

過言ではない。たとえば，同じフィリッ

ツ文庫中の楽譜に次のようなバス進行の

作品があった。

一16一



iiiaggi－iiiiil＃ii；iii
　　　A一　vee一　te　la　cservL

これを見て，作曲者はラッソであるかも

しれないという仮説を立てる能力が必要

とされる。何故ラヅソか。まず，フラッ

トが三つ付けられて移調はされている

がゴもともとこの曲は調性でなく旋法に

基づいて書かれており従って作品の成立

年代にある限定が加えられる。しかも四

度，五度の跳躍進行は）．滑らかな順次進

行を特徴とするパレストリーナのもので

はなく，ラットに典型的な動きである。

さらにラッソの伝記から知られるように

ミュンヘンとの深いかかわり，’フィリッ

．ツ文庫で占めるラッソの重要性，この手

書楽譜の筆写年代における南ドイツ，ミ

ュンヘンの時代背景　　それまで百年来

久しく歌われていなかったラッソの音楽

の再興というととが，教会音楽り改革と

ともにあった　　についての知識，つま

りはみずからの郷土の音楽史に関する知

識，これらの様々の観点からして，ラッ

ソという名前が挙げられて不思議ではな

い。これらは，検証するに値する仮説と

して，作曲者ラッソを指し示すr

　いかにして立証するか。残念ながらラ

ッソの二つあ全集（2B）はこの場合にはいず

れも役に立たなかった。そこでラッソ研

究上まず参照すべき第一の文献であるベ

ティヒャーの大著・29・の索引を使って初版』

を調べ，さらに筆写年代（1855年頃）の

頃，写譜め典拠として使用可能であった

版を調べてみる。その結果，1838年の版

から写譜したことが確認された。

　作曲者はラッソではないかという仮説

　とともた，パレストリーナではないかと

いう推測もしばしば有用である。パレス

トリーナの場合に役に立つのは，ラッゾ

と同様に二つある全集のうち旧全集（30）の

最終巻第33巻々末にある索引である。パ’

レストリーナはミサ曲をおよそ90曲遺レ

ているが，この索引には，各ミサ曲．の各

部分の上声部の歌い出しincipitが楽譜の

形で一覧表で収められている。ミサ曲の

断片，たとえばサンクト．ウスだけ，アニ

ュス・ディだけの手書楽譜を同定するに

はこれは非常に有効である。仮説の立て

方の例を紹介した。これらはほんの一例

にすぎない。文庫の性格，楽譜の筆写年

代，作品のおよその成立年代等によって

様々な仮説が考えられるであろう。

　しかし，信頼すべき全集とか研究書等．

があって，立証可能な仮説ばかりではな

い。いかなる出版譜もなく，’作品の存在

を傍証する状況証拠もない場合も多い。L

　資料上には文庫旧二者一たとえば研

究が奉業であるが作曲もしたことが知ら

れている，19世紀後半た活躍した旧蔵者

　　のモノグラム（2個以上の文字を1

字訳に図案化したもの）があり．｛31＞，旧二者．

自筆であり，写譜の典拠となった出版譜

が突き止められず，一方旧二者の作品で

あることも確定できない，というような

場合には，「推定作曲家mutmassl
（icher）．KQmpo（nist）．」と付記して彼

のもとに記入を作成する。作曲者不詳作

品の大海原に放り出して，研究者から手

がかりを奪ってしまうよりも，推定では

あれ作曲者名を表示して，研究者の研究

に任せ，・当否はその判断に侯つというの

．が図書館の態度である。．

作曲者の確定（4）’

　フィリッツ文庫は研究者の文庫であっ

teが，作曲家の文庫における著者の確定
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一はどのようになされているのであろう

か。．

’カード例（3）は岱ンペル文庫かちの一

例である。ヘンペルM翠Hempe1（1877層

一1959）は，今世紀前半にミ．iンヘンを中

心に南ドイツで活躍した軍楽隊著長であ

為。従ってその文庫資料には，自作品が

含まれるのはもちろんであるが，他の作

・曲家の作品の写譜と編曲も多く含まれる

ことは容易に想像される。

、カrド例（3）

　［Hempel，　Max　（1877－1’959）1

　　　　　　　　　　　　　　　　＠
③［M・・ゆfd・　Mnitarmusik，　E・一Du司

　　　　　　k

　　　　　　　　＠　　＠
　Par．t．（5　Bl．）’　AVutogr．　1944．

＠Mit　BleiSs’　tift　gqschriePen．

　mit　Un5erschrift：　1’M．
＠．　li5ktT　h’　：T－i：Tl’　a5　’n　tr　isc’h’　’m／／t”insk£

　Mu8●Ms8．　〕《刈（・）k×凶．

　・　NachlaB．　Hetnpel

一＠

　　　　　　　　　　　　　　　　登　　　　x27　cm．　，＠
　　　　凹it　Korrekt耳ren●「一邑4L皿　Ende　Datポ

Hempel，　Augsburg，　15．　Dez．　1944．”　一

　　　　1．一4．　des　Grusses　aus　Bayern

③資料上には標題の表示が一切ないの

　で，目録担当者が設定した標題を統一

　標題として用いる。

’④⑥⑰出だしの作り方について詳しくは

　後述する。ここではこの作品に特有の

　事情を記す。軍楽隊のための作品の場

　合には，第1クラリネットまたは第1

　ビュ∫一グルまたはトランペットの冒頭

　から出だしを採る。この三つともにい

　ずれも移調楽器なめでその表示を添え

　る（この例では「変ロ調」inB）。導入

　部（第1～第4小節）が，同じヘンペ

　ルのGruss　aus．Bayernという行進i曲

　と同一であり，識別要素として不十分・

　であるため，主部の主題をincipitとし

　て加えて示す。

、自作か旧作か

＠＠＠＠＠

　⑭で筆記用具について特に明記してあ

ることに注目されたい。ペン書きの場合

には，それが何頭のインクであれ，．目録

記述中には現れないが，鉛筆書きである

ことは記載する。鉛筆書きされた曲は，

極めてしばしば文庫三蔵者たるその作曲

家の自作であり，同時に自筆でありうる

からである。つまり，訂正加筆その他を

行うことが容易な筆記用具であるからこ

そ作曲者は鉛筆を使用する。浄書の際に

鉛筆で書く必要性はない。故に目録を検

．回する入の注意を喚起するため，カード

上に「鉛筆書き」’tという表示を行うi32）。

　カード例（3）の楽譜上には著者（作曲者）－

表示がないが，．その作品が文庫三蔵考た

る作曲家によって作曲されたかどうかの

判定に最：も役立つのは，・やはp自筆かど

うかということである。それ以上の決め

．手は，加筆・削除等の訂正がなされてい
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るかどうか，さらにその訂正が創造的訂

正であるかどうかということである。か

一ド例（3）では⑯で，「末尾に署名と日付の

記載あり」となっているが，しかし末尾

の署名は，本来．筆写者を，日付は筆写、

年代を示すにすぎない。ここで⑮が重要

である。「訂正あり」。もちろんここでの

訂正とは，ヘンペルの手になる訂正を意

味ずる。⑪⑭⑮の組み合わせにより，こ

の手書楽譜の作品の作曲者はヘンペルと

なり，その時点で，ヘンペル筆という表

’示は，’自筆という表示に変る。

　筆跡鑑定，書込みの音楽的批判のほか．

に，文字による情報ももちろん重要な働

きを演ずる。しかしながら，作品目録も

なく，伝記・演奏会プログラム・演奏会

評・雑誌等の二次資料からもその作曲家

の作品であることが確定できない場合に

は，個別に音楽学的な様式批判を行って

いくほかない。ただ，文庫全体の価値が

低い；場合には，克明な様式批判はなされ

ない1単なる自筆め場合には「推定作曲

者」と付記され，創造的訂正がある場合

には自作とされる。後代の研究に侯つた

方が賢明であるという判断がそこには働

いている。

自筆か他筆か

　自作か旧作がとい一う問題と重なD．合っ・

て自筆か他筆かという問題がある。その

解沫のために広い意味での筆跡三三がな

される。音符・休符や文字・数字回すべ

てが手がかりを提供してくれる。

　音符自体は，実はなかなか判断材料と

なり難い。五線紙に書かれる音楽的弓記

号のうち最も特徴的に書かれ，他人の手

と区別するのに便利な記号はハ音記号で

終ぎ線，
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d六字“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ある。3種類の音蔀記号のうち，ト旧記、

号がそれに次いで役に立ち，量後にへ音

記号である。

　次に注目すべきは終止線である。特に

職業写譜者の場合に特徴ある形で書かれ

ることが多い。養成時代にどこの工房

Kopienwerkstattで学んだかは終止線の

書き方に現れるといわれるほどである。

写譜者は，写譜者としての個性をそうい

うところで発揮しようとしたのであ．

る㈹。その他，四分休符，本位記号，変記

号等が特徴的に書かれることが多い。

　もちろん文字・数字の書体も重要であ

る。比較の基準とするのは，たとえば自

筆の履歴書（ヘンペルの場合には，1946

年に署名入りで書かれ，・1951年12月20日

付でアウグスブルク市の証明印が押され一

たもの）と）b），自作であることが確定さ

れており，作曲者が世に出る前で，まだ

写譜者の手を借りたはずがない若い時代

の作品の手書譜などである。．

　自筆か他筆かの判定は，想像されるほ

ど二二としたものでも，曖味なものでも’

ない。目録担当者には経験の積み重ねが

要求されることはいうまでもないがe・彼

が目にする手書楽譜は，・数百年とい、う長

い時間のうちに，彼の図書館所在地を中

心として様々な地方で成立した，それこ

そ歴史を三三できるような資料群を形成

している。逆にこういう糞料群によって

彼の経験は醸成されるといってもよいだ

ろう。従うて，彼の目には一見しただけ

で，「19世紀にウィニンで養成された写譜

者の手に成る手書楽譜」という判断が生

じうるのである。

作曲者の確定（5）出だし・歌い出しin－

cipitの作り方

　様々な観点からの著作者（作曲者）を

追究する努力にもかかわらず，大きな部

分が作曲者不詳で残されることは避けら

れない。カ・一ド例（4）は，この努力が報わ

紅なかった例である。冒頭部分が楽譜め

形で示され，識別の要素を成しているの・

が，最も目立つ特徴である。作曲者不詳

で，標題不詳作晶の場合に，それが声楽・

曲であれば歌い出しの言葉，器楽曲の場

合にば目録担当者の設定した仮の標題の

もとに記入が作成される。それらが識別

要素として不十分な場合には楽譜の冒頭

部分を併せて示す。同一曲名の下での楽

譜の識別能力は絶大である。ただこれは

・現在のところ未だ排列要素ではない（音

の高さと長さを機械処理することにより

楽譜の冒頭部分が排列要素となる日も遠

からず到来するであろう）。

　出だし・歌い出しはどのように作成す

．るか。合唱曲の場合はカントウスとバス

両声部の出だしを用いる。管弦楽曲の三
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カード例（4）

ChriBtus

［ChristuB，　ger　ist　mein　Lebeng　F－Dur］　Melt　Christus　der　ist
thein　Leben　［Kopftite］，

C』｝ご5。二三 d貯 、“ 　　ow噺eo論 臨

4　st．8　T1，2，：B1，2　（je　2　：B1．）　Kopie　ca　1855．　21　x　14　c皿．

NachlaB　Filitz

合は，主要声部を担当している楽器（通

常は第一ヴァイオリン）とそれを支える

低音声部との二声部を大譜表で示す。声

楽を伴う器楽曲の場合ぽ声楽のカント

ウス声部と第一ヴァイオリンそれに低音

声部を加えた三声部を縦に揃えて3段の

譜表で示す。声楽部分が冒頭から始まっ

ていない時は，第一ヴァイオリンと低音

声部6？大譜表のあとに・カントウス声部

を別に示す。

　これらは，資料上の形を損わないでそ

のまま転記しなければならな．い。incipit

の使命は作品を識別することにあり，そ

のために必要最少限の表示があれば事足

りる。その作品がどのような音で鳴るか，・

音のイメー’ジを示そうとするものではな

い。従ってピアノ（簡約）譜に書きかえ・

るという仕事と性格を異にする。ピアノ

簡約譜は，作品の音楽的内容を損わずに

ピアノ上で再現することを目指す。それ

には編曲者の創作性を大なり小なり伴

．う。．incipitの作成にはそういう要素は不

用である。必要最少限の，他と区別する

要素の表示がincipitである。

透模様

　最後に音楽史研究において脚光を浴び

ている透模様について一言する。

　紙の製法が手漉きから機械漉きに移行

した1830年頃を境としで，それ以前に筆

写された手書資料に対して，透模様に関

する調査を行うのは，今日ではごく一般

的に妥当する補助的研究方法である。左

だ，著者あるいは成立年代を確定するた、

めに，．様々な時代に世界の各地で書かれ

そして断片的に集められた資料群に対し

て，透模様の調査を行うことの有効性に

は疑問がある。「バイエルン音楽コレクシ

ョン目録」の場合のように，ある特定の

時代に，南ドイツー帯という限定された

地方で書かれ，それも数千点という大き

な資料群に対して行うg）であれば，その．

，時点での成果のみならず，記録を蓄積し

ていくことによって後々の調査にも威力

を発揮：する局面があり得るだろう。・

V　結　　び

筆者の三三中にもっとも強い印象を三
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けた出来事に，モーツ｝’ルトの初期交響

曲における今世紀二つ目の大発見という

のがある。　これは昨年（1981年）4月’．

頃に我が国にも伝えられ二時話題となっ

た（34）。この曲は，その再発見の時まで，第

一・y章の第一ヴァイオリ’ンの出だしあ主

題だけが断片として知られているにすぎ

ず，二百年間忘れ去られていた。これを

見た時，音楽部門の部長は電撃的ショッ・

クを受けたelektrisiertという。つまり，

一・ｩして，』これがモーツァルトのその作

品であること，そして父レオポルトボモ

「ツァルトの筆写譜であることを看破し

たのである。それからは上を下への大騒

ぎである。

　筆者が強い印象を受けたのは，’その演

奏を，日本人としてはほとんど最初に聴

く機会に恵まれたところには，ない6そ層

れを一目で判断出来る学術図書館貝が目

録担当者としているという体制に，であ

る㈹。

　ドイツでは，制度として学術図書館員

が社会的に認知されて硲る。つまり，手

書楽譜の目録を担当する学術図書館員の

気質に個人孝はあっても，所蔵目録の質

に見当違いな差はない。’全国的に，ある

一：：一一定の水準に達した，均質な目録という

ものを，制度が保証していみのである。’

　全国的に’定水準の均質な目録が作成

されつつあることを強調してしすぎるこ

とはないが1だからといって手書資料所

蔵目録の編纂者に著者性が生れることを．

否定するものではない。これらの目録は，

その手書資料を所蔵する図書館等の団体

ではなく，編纂者の下に基本記入が作成

されてしかるべきである。出版物とは違

って唯一無二の手書資料の整理には特有

の困難が伴う　　著者と作品名の確定，

筆跡鑑定等々。これらの諸問題を，編纂

者ゐ判断，価値判断抜きに解決すること

は，非常にしばしば，困難である。その

点に編纂者の創造性が働く契機がある。

それらの困難な仕事の結果によって，1

冊の所蔵目録をいかに構成するか一一作

曲者名のアルファベット順に，同一作曲

者の下では作品名，（統一標題）のアルフ

ァベット順に排列するか，．あるいは請求

記号の順に排列するか等一も左右され

るのであり，編纂者の仕事の質が問われ

ている，ともいえるのである。

　学術図書館員も，当然のことながら，

万能ではない。限られた職務の時間内に

解決できない問題も多い。そういう事態

に立ち至った場合には，無理をしないで，

不明は不明とする。・資料のあるがままの

形を提供するという基本的態度に立ち返

り，不明は，未解決のままにしておくof－

fenlass骨n（あるいはoffgpbleiben）。様々

な作業の挙句の果てに申し渡されるこの

二つのドイツ語の単語は，重々しく響く。

　日本め図書館の現状を振p返る：と，そ

こに様々な制度上の問題点があることに

気づく。図書館專門職貝としての司書の

資格は，ある特定分野で専門教育（少な

くとも修士以上の）を了えた者に対して

与えられるべきではないかという疑問が

ある。また実務担当者と管理責任者の二

極分離という，目立の社会r一・一一・般に見られ

『る現像が図書館界にも普通に見られる。

そして，日本においては学術図書館と吟

えばほとんどそのまま大学図書館を意味

しているが，大学という高等教育機関の

付属機関以外には学術図書館を必要とし，

ないのだろうか。・我が国の司書の養成制

度もとれらの社会事情の端的な現われと

見ることができるであろう。’
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、制度＃の問題点のみなちず・物的要素

　　所蔵資料についても問題は多い。手

・書資料の整理には，その過程で出版物か

らの情報が不可欠となるb．何世代1こもわ

た「って堅持されて「きた明確な収書方針の』

下に，不断に集められた，．充実した出版

資料の蔵書がなければ，手書資料の整理

は極めて困難となる6そ．して，・バイエル

ン州立図書館であれ，ヴェルテンベルク

州立図書館であれ，西ドイツの各州都に

ある大き．な学術図書館は，連邦立の納本

図書館にして全国書誌作成機関であるド

イツ図書館Deutsche　Bibliothekとは別

に，州の納本図書館として機能している

ことからも知・られるように，各州・各地

・面内で出版された資料を収集する法的義『

務を負っている。郷土出版物は必ずそれ’

らの図書館には納められている。、その上

で，広くドイツ1蒼焉C1ドイツ語圏諸国の

学術出版物を収集し，さらに国家的規模

での分担収集計画㈹に従って，重点収集

分野の資料を各館毎に収集しているので

ある。『そうして集められた出版資料群は

手書資料整理の基礎となるb手書資料は，層

出版資料よりもさらに地方的性格が強く

なる。これらの学術図書館の音楽部門は，

まず第一義的に郷土音楽資料館であると

い6て差し支えない。．教会財産国有化に

よiて受け入れだにしろ，個人からの申・

．し出によって受け入れたにしろ，その土

地との結びつきを抜き’には考えられない・

『資料群が蔵書構成の核となっているので

・ある。日「本の図書館，音楽図書館が果す

べき役割は奈辺にあ・りや，という問に対

する答は明らかであろう。私選の創作を，

全体像として，つまり資料の散逸なく，

後世に伝えるための努力が積み重ねられ、

ねばならない．し，必要とあらばそのため’

の施設が新たに設置されねばならないだ

ろう。そしてそういう資料の整理には，

専門教育ののちに図書館教育を受けた人

材が必要となるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　i

・註

・1．1

cFGについては次の書から多くを得た。
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Frankfurt　am　Main：　Klostermann，　1963．　一　（Zeitschtift’ ?tr　Bibliotheksween　und　Biblio一．

9如hi・．　S・nderh・ft；［1］）一　，

〔1〕　1650年頃きでのポリフォ≒一音楽め目　　．．　c）裁断きれているか・・もと9）縁を残してヤ’る1
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て2〕　コラール写本め目録記述……………略　・』　　d）どういう透模様が入っているか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されたい。これには関連する専門it献が挙げち．
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い。断片とか未三身楽譜の場合1こは「20枚，う　・．・’．た1はっきりし牟地方的様式（たとえばLausch

ち17回忌記譜」というような記述で十分セある。　　　のウィーン．の会文書体）は記録しなければなら

不完全な手三三の場合には・・損傷の機と何　ない・他には灘のための三軸りζなる禰

ページ欠けてい為かとか；どのパート譜が欠け　　　めない筆耕者の場合には，書き方での目につく

てV｛るかを＝出来る限り一示す。　コ　、’、　　’癖（たとえば1でなく』を使って吟る等）’は同

　3．用紙についての記述にどの程度の三密さ．．　、じように記録しておbねばならない。、

が必要とされるかは当該手書楽譜の価値によ　　．　出所を明らかにすることを容易にするかもし

る．三三や第一勧価値をもつ事譜の場合・・”nなv｝もの（たと乏ば二言名詞・筆写の昨

』ゆ・その髄家の個人全集の校訂報告中に・・．旧請求誘辮旧瀦を示す書込）すべて’

該当する三三なけ似μ下の諸点に触れな　相四丁己述に含めるのはもちろんであや・

ければならない。　．　　『　　，　　　　　　‘．　吟ぐつかの演奏あ日付がある揚合には，最初

　a）手漉紙か機械漉紙かの区別　　　　．　　、　　’と最後の日付を表示するだけで足りる。

　b）紙質と紙の色調（たとえば，石灰分の含有　　　　’6．豪華な製本については簡潔に記録する・

輻し等）、・　．’・　1．、t　ttその他の警のia合たは聯の表御8世紀」．
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という表示で足りる。’ @　、　　／　　　、　　　　ばならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．作品目録があれば（［モーツァルトの］

内容の『録・、　』』’、　．、ケ・ヘルmア仁シユ刻≧［lrよる主題目
　7、手書楽譜上に現れた標題は，．そのとうり　．　’録］，［べ一トrヴェンの］キンスキー，［ハイド

韓レなければなら，タい・　　　．　ンQ］ホボケン等）・コンコーダ．）’・」“や出版譜の

’オラトリオとカンタータの場合に個々の部分　　．該当箇所に言及する必要はない・作品目録とそ

の数を表示する必要は軸力slそれに対してオ　調号に言及するφはいうまでもなY｝・群婚

ペラの場合に全何幕であるか，・交響曲や協奏曲　　　’曲家の場合には（手にするこ之ができれば）最

また室内楽曲の場合に楽章数と名称（アルマン　　　良の版に言及するおけで足り乱

ド，’ジーグ等），テンポ（アレグロ・アッサイ，　　　　12．歌曲集，アリア集，ピアノ異母あるいば

ラルゴ等）おまび拍子を書き留めることは必要　　．様々な曲種の作品の合着は概括的に処理するこ

であろう、　幽　‘　’　tt、　　　’　　　　　とができる，つまり大いに縮めた形で記述して

　手書楽譜からは作品名がわからない場合，あ　　　　よい。

るいは手延譜が不完全であQため・・作品名が，例・L・・d・・b・・hd・・‘Ul・・k・v・n　N…11，・5・

もは輔隙できな暢創隅その作歌の．「・、…S・h・b…≧L…efl・h・n噸・L・・dde・・

作品目録に現れた形を目録年成者が引用して補　．・2：L6ewe，　Der　ReitTier　Thomas　lag　am　Bach，

記する・作三三な暢合には・働三三　3∴A・・n蜘・‘欺ht・n・，　w・nn　di・S・ern・

参照する調人全集もその柳広く知られ蠣　 ξunk・1・・

もな暢合には騰作成者が作成した作品名を，』人名索引中では・鐸籍備俳言己号（ない

記載する（たとえ嫉Sonate　ftir　Violine　uhd　’　．し目録番号）に導・くだけで足りる。

Bc，　g－moll〔ソナタ，ヴァ㌶．オリシ，通奏低音，　　　　家族記念暖や詩を書き入れた記念帳やサイγ

ト欄〕）・　　．　　　1　帳の場合はも・摘略な言己大でよい1’・

　8・記述対象資料の楽譜の種別に言及するtt　』例：Stammbuch　von　Johanna　Fischet，35・

（たと禍ス・アと．ピア以・ア・ス・．アと　B1．，　quer－8e，　A・fa・g　19．’Jh．，　A・t・9r・ph・

でぐ一躍パ「ト譜のみ等）ことと並んで縁、Ei・…g・（・・ily・ei・e　mi・Np・・n）・・n　Z・lt・r・

も明らかにしな．ければならない。オペラの場合　　．　Zumsteeg，　Re量chardt　u．　a．「［ヨハンナ・フィッ

｝・は一般的に轍の表示はしな・・でよい・、　ttシャrの家廃雌帳35枚，横長八つ折判，19

　9，声楽作品の携合に，必ずしも常に歌詞の　．　世紀初，ツェルター，ツムシュテー久ライヒ

作者を突き止めなくてもよい・器楽のみから成　ヤルト等の騨曜憾あり（一継責付き）・］、

る導入髄もbte作品総合1ごは1詫言司の脚　　し魁ながら餌刺では・この稽資料に

出しを，作品名のほかに，書き加える。　1　　tt　登場するすべての名前を索引化すべきである。

歌詞9締が赫されており確認されたタ’一13・駕できなか・酢蜻不明作品は・出
．ら・彼の個人全集の該当箇所に言及する・　　　　一tだしを索引化しなければならない・管弾楽作品

　10．編曲とパロディーには特た注意を払わ　　　と室内楽作品め場合にはピアン・スコアの形に

なけれ瞳らない・’オペラの場eo・はさらに・・して［大疑で］．出脚を簡紅て示す・』その

各肪9賜後に付け加えちれ図入三番r際主要蠣の入りと縁柳特徴白勺な動機の入
号付きオペラめ番号の遣漏あ．るいは歌詞の言　　　．Pを出だしに含あるよう注意脅鉢う。長吟導入

語φ変更（リブレ．ットρ翻訳〉に注意しなけれ．　．は縮めでよレ㌔多三章の作品の場三三な各楽章
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1φ始まりを出だしとする。．合唱あるいは独唱・

、重唱を伴う「場合には声楽パートの入りもincipit

とすべきである。

付録（2）　　手書資料目録作業の指針（抄訳）

　Richtiinien　Handschriftenkatalogisierung　／　・［Deutsche　Forsehungsgemeinschaft］．　一

BonnLBad　Godesberg：　Deutsche　Forschungsgerrieinschaft，　1973．’・

（1）

（2）

（3）

中世の手写資料………………・・……．・略

中世以後の写本………・………・∴・…略

文庫と自筆原稿訳注（1）

’〔3〕　文庫と自筆原稿

　、本章で扱う大量の資料群は，近い将来に整理

遜了えられるべきであるが，特に重要と思われ

るのは，目録にあたって，費す労力と得られる

成果の釣合し・を図るということである。これは，

仕事を本質的なことに絞り，時商のかかる完全

主義を排する．ことによってのみ実現される。

　以下の指針は，文庫と自筆原稿を効率よく目

録する（その結果はいつも印刷物になるとは限

らない）にはいかなる観点に気をつけなければ

ならないかを詳細に説明したも0）である。それ’

と同時に・この指針が引き金となって目録琴務

の標準化が生まれ，それによって自筆原稿総合
　　　　　　　・｛
目録（プロイセン文化財財団附属国立図書館，

西ベルリン）［今のところカード形式である：訳

者注］』の緻という図書li劇詩の翻事業へ鱒

提条件が整備されるよう願ってやまない。

1　文庫の目録

1．文庫とは，すべての原稿，あらゆる種類の

スケ・1書町経歴の言己録その他門騨のも

’とに集まってきたすべての手で書かれた．ものの1

’総体をいう。印刷物は，理由がある’場合にのみ，

文庫の正当な構成要素とみなすことがでぎる

　（たとえば著者保存本）。

　文庫は，そあ文庫の個々の資料がもともと

別々に排架さt”していたために不可能である場合

を除いて，出所ごとに別置するという原則に従

い瀾じら継所醸料として排架されうべ5．

である。．

　ある文庫を目録し整理する際の目標は，本質

的重要さを持たないものを除去したのち諸政夢

をある一定の体系に従って秩序づけe’確定し，

記述することに置かれる。各文庫の目録結果は，

表形式であれカード形式であれ独立した．文庫目

録として記録しておく。文庫目録で特定される’、

個々の資料に1キ狩齢しtg　“’？の請求記号を与’

える（これは文庫目録にも記載する）。’常に実行

可能ではないかもしれないが、文庫目録は同時

に排架目録め性格を持つことが望ましい。

　無用の重複作業を避けるために，文庫の個々

の資料には請求記号だけを付与するの牟よい。

目録記述は記述対象に付属させておかず，文庫

．目録の形でまとめておく。．

2．一口に文庫の目録也といっても，仕事に伴

う難しさの度合いは様々である。図書館には

様々な資格を備えた職員が配置されているので・

あるから，仕事は彼等の能力に応じて分担させ

るのがよい。

a）指揮は学術図書館貝が執らな、ければならな

い。指揮内容は次のとおり。’

　どの文庫から順に目録化していくかめ決定

　場合によろてはある文庫のどの部分を．目録対

　　象から外すかの決定

　文庫をどあような並べ方で排架するかの案の
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　　　　　　　　　　　　　’x
　　作成

　いかなる精度で目録するかの指定

　維えずig．当者に助言をし，継続的に作業結果．

　　を点検すること

b）個々の資料の確定南窓は・群的ま・た専門．

的にみて非常に錯雑とした複合体でなければ，

上級聯2｝の担当者に任せることができる。担当

者が持ちうみ独立性の度合いはザ彼の適性と経

験によって異なる。『

、c）三一ジ付け，蔵書印の押印，いれ物ζかファ

イルにうわ書きするこ・とといった機械的補助作．

業は（監督の下に，複雑でなければ）技術職の

職員にやらせてよい。

d）文庫目録の浄書は，目録担当者が作成した草

稿1こ従ってタイピストが行う、文庫目録は，タ

イピストが．自筆原稿自録のための目録か「ド，

（早筆原稿力ごド）と参照（7般的参照，「受信

者参照）を独立して作れるように作成されてい、

なければなちない（以下の1，6を参照のこと）。

3，全体としての文麟も価画面諸音B・

分も，有する価値は千差万別である。価値の高

低に応じて，潰重な文庫を重要でない文庫より・

先に利用可能にするべきであろうし，貴重な文

庫は他に比べて，精度を高めて目録すべきであ』

ろう。文庫あ個々の何分には，推定されるその

圭算に従・：’・f・・より大きなあ酬・より小さな

注意と労力を振り向けるべきであろう。

4　’・@目録作業は！原典研究でtxV’れば批判三三

出版する挿うの準備作業でもないb、目録作業は

必ずしもすべての場合に，作品を同定できるも

のではない。

　印廟された作品の原本となった草稿の場合に

は，簡単に突き止められるならば，原則どして，

’その版に言及すべきである。・

　書簡の場合には，原則ζして，諸糎に言及し

たり内容（抄）’を伝えたりはしない。

　争訟記述は研究者に資料に対する関心を呼び

tt起こすだけであって，研究者自身の欠くべかち

ざる洞察をなしですませるものであってはなら

，ない6．

5。文庫の資料のうちで，遺贈者の精神的業績

，や人生の展開に何らの寄与もせず，またいかな

る文化史的解明にも役立たない座本質的な部分

は，分離するのがよい。個々の資料に価値があ

る炉ないかの判断を下すには，文庫重心につい

て豊かな管理経験が前提とされる。、

6．様々な文庫資料を自録するにあたっては次

の諸点に注意しなければならない。「

3）遺贈者の草稿，スケッチ，経歴の記録および

彼によって集められた文字による全ての資料

　（他人の手に成る自筆原稿は除く）は・文庫目

録に記録するだけで、よい。遺贈者が発信した書

簡および彼に宛てられた書簡，また他人の自筆

原稿は・それ賦して・図暗紅の他の個々

の自筆原稿と同様に，アルファベット順に排列

された自筆原稿特別目録にも入れておくべきで

ある。

b）草稿の目録には，著者名と標題（ないし主題）

のほかに，脊易に判明するなら，その作品炉そ

の資料ではいかなる完成段階にあるか（たとえ

ば，草案1初回，改訂稿，浄書等）について，．’

注を付すことも含まれる。またその草稿が手書

きかタイプ印書であるかも記録すべきである。．

その草稿が用いられた版に言及することも望ま、

しい・草獅酵もと噸序は保たなければな．．

．らない。数量と大きさの表示は貴重な草稿の場，

合に）ごけイ予テ6

c）三原柳1’二三は・．　“「c的1こ講師名t’

主恵開講地・開講年を表示すれば事足りる。

d）抜錨き財テ・コピー漸聞極り抜き’v

その他は，原則として，一括して秩序づけ記録

するだけでよい。，
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．ε）個人的な諸証明書も要約して記録する。

f）手紙，葉書等の記述には，発信人と受信人を

突き止めて記載するのが原則である。書いた人

については次の情報壷記録する。、

　姓と名（できれば頭文字だけではなく完全に

’綴って）

　職業または専門分野，生没年．

　入に関するこれちの情報は，困難を伴わない

で明らかにできる場合にだけ記載する。正確な

生没年（年だけでなく月と日も）や，．出生地，

没地を表示すること，また伝記的事実の典拠を

表示することは断念する。著増糾す8き要素には，．

さらに，特定資料表示（手紙，葉書，短信等），

目筆かそうでないふの奉示，署名があるかない．

「か；発信地と日付が含、まれる。これらの表示に

おいては，ドイツ自筆原稿市場で形成されてき

た標準的な用語の略語を用いる。一人あ発信人

が同一木に宛てて書いた数通の手紙等は，原則

として，一つの記述にまとめる。記述要素は，

数（た．とえば，』12e．　Bt．　m．　U．［12通の署名入

りの自筆の手紙］），最もよく現れる発信地，（た

とえば，、ベルリγ他，まだはベルリン，ミ．ユン

ヘン他），年で表示した期間である。

　手紙の内容，個々の手紙の便箋り枚難は表示

しない。受信人参照は，発信人目録カードを複

製してそれに受信人名を副出標目とするか・記

述中の受信人名に赤下線を施して目立たせるか1

　　　　で十分であ観

7．　自筆原稿目録のtg　fOの皐述は自筆原稿総：合・

目録のteめに複製すや・こOカードに！ま所蔵機

関の記号を付さなければならなVS．’ 麹⊥ﾚ録に

おける排列を「e易にする・ため，目録カードほ国

際規格のものを使う。

II　自筆原稿の目録』

図書館は文庫と並んで，自筆原稿を個別に集め

ている。1自筆原稿とは，一般に，かなりの範囲

にわたって広く知られ準人物自らが書いた手書

の資料を指す。たとえば，’手紙，葉書，記念帳

の紙葉，諸証明書，文書，書き物，受け取り，

詩等々。

　：タイプ印書あるいは悶死の作成し孝資料でも

著者の自署があれば自筆原稿とされる。・

　個々の自筆原稿は，たいていは，自筆原稿コ

レクションとしてそれだけ別に，著者のアルフ

ァベット順に保管されるか，まだは受入番号順

に排架されている。自筆原稿の目録も文庫のそ

れと差異があるわけではない。．従って自筆原稿

に対しても・t文庫のための指針，特に1，6と7’

を準用する。，

　目録記述は国際規格のカードを用い自筆原稿

目録としてまとめる。少しまとまった重の自筆

原稿即ち草稿は，可能な限り，、写本として扱う

．べきである’。その際同時に自筆原稿目録ヘカー

ドを入れておくことはいうまでもない。これら

を記述するには中世以後の写本を目録するため

の指針を用いる。，

訳注

（1）付録2では以下のように訳しわけた。

Hapdsrh「ifte舜手書資料・Bμ・hh・nd一．

　schriftenは写本，　Nachlasseは文庫，　Auto一『

9・aph・nは峰原稿M・nu・k・ipt・nは草稿と

　した。

、（2）ここで仮：に上級職と訳し1たりはgehobener

　DienStの連邦・州公務員のことである。端的に

　いえば，、Diplom－Biblio’thekarは上級職公務

　員，学術図書館員は高級職h6herer　Diehst公

　務員である。・

　本稿は，1980年から1981年にかけて；ドイ’ゾ‘

学術交流会DAADおよび財団法人楷成会の援

助を得て行った，ドイツ留学の成果の一である。・

　　（ひらお・こうぞう　遠山音楽財団附』

属図書館）
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